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【目的】諸外国のがん対策に関連する計画の策定・推進体制を比較分析し、わが国への適用可能性を検討する。

【方法】アメリカ、イギリス、オーストラリアを対象に、Web等を用いた文献・資料の収集を実施し、がん関連計画の記載事項、国と地方自治体の連携体制等を把握し、各国の特徴を比較した。
【結果】イギリスでは、国レベルでNHS Cancer Planが2000年に策定され、2005年の中間評価を経て、2007年に改定の方向性が示された。最終的な目標（値）は「2010年までに75歳未満のがんの死亡率を20％削減すること」である。計画の構成は、予防、検診、診断・治療の待機期間の削減、治療、ケア、マンパワー、施設・設備、研究・遺伝学等である。また計画を地域レベルで展開するために、Primary Care Trust（地域における保健医療サービスの提供及び予算管理の責任機関）、病院、地方自治体、がん医療・ケアの関係機関、ボランティア団体、患者・介護者団体等で構成される「がんネットワーク」が構築されている。現在34のネットワークが構築され、1つのネットワークで70～300万人をカバーしている。
アメリカでは、国レベルのがん対策の総合計画は策定されていないが、Healthy People 2010の重点分野としてがんが位置づけられ、がんの死亡率、皮膚がん予防対策を実施している人の割合、禁煙・運動・がん検診を勧める医師・歯科医師の割合、がん検診（子宮、乳、大腸）の受診率、がん登録を実施する州の数、がん診断後の5年生存率の目標値が設定されている。州レベルではCCC計画（Comprehensive Cancer Control Plan）が策定されている。CCCは「予防、早期発見、治療、リハビリテーション、緩和ケアを通じてがんの発生率、罹患率、死亡率を低減するための統合的かつ協調的アプローチ」と定義され、リスクの減少（予防）、早期発見、よりよい治療、生存の促進、健康格差の是正を目指した取り組みである。CDCは計画策定ガイドラインの開発、計画を支援するウェブサイト（Cancer Control PLANET、CancerPlan.org）の開設、研修等の支援を行っている。
オーストラリアでは、2005年に国レベルのがん戦略「National Service Improvement Framework for Cancer」が策定された。これは計画ではなく、計画策定に向けた指針や基準を示したものであり、2つの州ですでに策定されていた計画や戦略などを参考にしている。リスクの減少、早期発見、治療期、治療期以降及び次の治療期までの期間、終末期の一連の流れにおける19のサービス基準と、それを達成するための8の優先活動が設定されている。州レベルでは、7州・準州のうち2州でがん計画が策定されている。
【考察】イギリスでは、国レベルでがん対策の計画が策定され、それを地域レベルで推進する体制が整備されていること、アメリカとオーストラリアでは国レベルの計画は策定されていないが、州レベルで計画が策定・推進され、国が支援する体制が整備されていることなどが明らかとなった。
